
      

 

２０１０.２.１７.N0５８３ 

羽生 RCパスト会長卓話“盛和塾で学んだこと” 

 
＊講演中の小沢司和 羽生 RC会員 
羽生ロータリークラブ、パスト会長。「盛和塾」埼玉支部チャーターメンバーの一人であり、

現 ２ ５ ７ ０ 地 区 職 業 倫 理 委 員 会 委 員        

               
棚澤会長と握手をする小沢パスト会長  
人として望まれる経営、企業倫理とは何か、心を高める労働とは何か、人としての生き方、

人生哲学にも通じる盛和塾のエキスを、寓話を添えて分かりやすく講演して下さいました。   
      



 
       熊谷青年会議所 まちづくり実践委員会委員長新井崇様 
「私たちの愛する町、熊谷をより良くするために皆さん一人ひとりの力をお借りしたい。緑を増やし

豊かな町作りを目指しています。」 
 

 

      

２月２０日本庄グランドホテルにて職奉セミナーがありました。   記念品を受け取る新井委員長 
   棚澤会長、李プログラム委員長、植竹会報・広報委員長が参加 
 

 
                                                 

                                                                          2月 17日        
                                                

 
                           ２７  １８  ７   ２   74.1       



 
 
小沢司和様よりの資料 
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第 22回会長挨拶 
                            

     棚澤 正行 
 皆さんこんばんは、前回の会報にも出ており

ますが、先週の 13 日（土）に筍亭にて次年度
の高田会長の年度の理事役員の初顔合わせが

ありました。 
 次年度は、澤田ガバナー補佐が活躍する年度

でもあり、ＩＭという大きな行事も控えており

ます。 
 高田会長の意気込みと澤田ガバナー補佐の

意気揚々とした意気込みを伺ってきました。 
 今年度にＭＵに他クラブへ行きたいと考え

ております。どこへ行くか検討中ですので皆様

のご意見をお聞かせいただければと思います。 
  
 来週の 24 日（水）の昼に東ＲＣへＭＵに行
ってこようと思います。 
 来月の 3 月 24 日に予定しております東ＲＣ
との合同例会の打ち合わせとご挨拶をして来

るつもりです。また、ここのところ会員増強に

成功しているコツを井桁会長に教えて頂こう

とも思います。渡邊幹事が言い出しっぺで、今

のところ私と二人です、ご一緒できる方おりま

したら宜しくお願いします。 
 
 米山と財団をまぜている方もいるみたいで

すので、財団に関しては澤田地区委員より先週

お話がありましたので、今日は米山について少

しお話させて頂きます。 
米山とは 
財団法人ロータリー米山記念奨学会は、勉

学、研究を志して日本に在留している外国

人留学生に対し、日本全国のロータリアン

の寄付金を財源として、奨学金を支給し支

援する民間の奨学団体です。 

米山奨学会沿革 

1952.12 日本最初のロータリー・クラ

ブを創立した米山梅吉氏の功

績を記念して、東京ロータリ

ークラブが米山奨学制度を設

置。東京ロータリークラブの

会員および関係会社より募金

された約 260 万円によって、

海外から大学院課程の学生２

名を招致し、２年間奨学金を

支給し、勉学と国際理解の促

進に資することを目的に発

足。 

1953 米山基金として募金を開始。 

1954.9 奨学生第 1 号としてタイのソ

ムチャード君来日。 

1956.10 第 60 地区および第 62 地区の

年次大会に際して、米山基金

を地区内クラブの合同事業と

し合意。 

1957.9 国内全クラブの合同事業とし

て「ロータリー米山奨学委員

会」が結成され、全国的な組

織となる。 

その後、"月に煙草一箱を節約

して"という合言葉によって、

会員 1 名あたり月額 50 円の

寄付金を募る運動がスター

ト。 
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1958.4 「ロータリー米山奨学委員

会」として全国の大学より８

名の奨学生を採用。 

1959.2 世話クラブ制度を設置。 

1960.1 会名を「ロータリー米山記念

奨学会」と改称。 

1967.7 文部省からの設立許可が下

り、財団法人ロータリー米山

記念奨学会（基本金３千万円）

発足。（奨学生 ６カ国、59

名） 

1971.2 米山カウンセラー制度が設置

される。 

1975.8 米山週間を４月 22 日～28 日

とする。 

1978.10 米山への寄付金の免税措置が

認可される。 

1983.8 10 月を米山月間とする。 

1998.4 基本金 50 億円、特別積立金４

２億円。日本最大の奨学団体

となる。 

1998.10 1999 年４月採用から、ロータ

リークラブの所在の有無によ

る国籍別の資格制限がなくな

る。 

2001.10 2002 年４月採用から、大学推

薦制度を実施。 

2001.11 日本の留学生受入れ制度 100

年記念にあたり、文部科学省

から留学生交流功労団体とし

て表彰される。 

 （2004 年、奨学生 38 カ国、

1005 名 累計奨学生 96 カ国、

11,542 名） 

 

 

目的 

学問、技術への研究に重点を置き、母国に

限らず国際社会で活躍する留学生を奨学

することにあります。学業はもちろんのこ

と、異文化理解、コミュニケーション能力、

地域交流・ボランティア活動に意欲のある

優秀な留学生を支援します。奨学生はロー

タリー・クラブを通して日本の文化、習慣

などに触れ、社会参加と社会貢献の意識を

育て、将来ロータリーの理想とする国際平

和の創造と維持に貢献する人となること

が期待されます。 

 

 

特色 ～世話クラブとカウンセラー 

米山奨学金には、奨学金による経済的な支

援だけでなく、ロータリー・クラブによる

世話クラブとカウンセラー制度による心

の通った支援があります。 
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世話クラブとは？  

日本には約 2,300 のロータリー・クラブが

あります。その中の１クラブが米山奨学生

の世話クラブとなります。米山奨学生は世

話クラブの例会に出席し、ロータリアンと

の心のふれあいを通して、国際・文化交流

および相互理解を深め、ロータリーの奉仕

の心をともに学びます。このような点から

米山奨学生は、世話クラブの例会に出席し、

積極的にロータリアンとの交流を深める

努力が必要とされます。 

カウンセラーとは？ 

世話クラブのロータリアンの中から、奨学

生の米山カウンセラーが決められます。カ

ウンセラーは、奨学生の個人的なケアにあ

たります。様々な職業、世代で構成される

ロータリー・クラブでの交流は、奨学生が

日本文化に接し、将来や奉仕について考え

る機会となります。それは、ロータリアン

にとっても同様です。米山奨学生とロータ

リアンの交流は、相互理解のみならず、双

方にとって財産となるものです。 

 

 

奨学生募集システム 

昨年まで一部の地区で施行してきた奨学

生選考システム「大学推薦制度」が、今年

から全国で施行されることになりました。  

大学推薦制度とは？ 

大学から米山奨学生にふさわしい応募学

生を推薦してもらう制度です。応募学生は、

在籍する大学での選考と、ロータリーの地

区選考委員会による選考の、２段階の選考

を受けることになります 

 

当クラブもゾン・ミンリン君といって、ミャ

ンマーのからの奨学生を預かったことがあり

ます。彼は青少年交換の学生とは違い、社会人

ということもあり、中々の好青年でした。 

今年の 4 月より、先日の持ち回り理事会で承

認されました「中国の金善花」さんを預かるこ

とになっております。 

榎本会員がカウンセラーを引き受けてくれ

ました。毎月第一例会に出席することになると

思います。皆様ご指導ご協力の程宜しくお願い

致します。 

 

小沢さん、卓話宜しくお願いします。 

                       

以 上 

 
 
 
 

幹 事 報 告 
     
      渡邊 藤男 
 
１． 地区より 
＊ 「ロータリー国際囲碁大会」の韓国開催

のお知らせ 
＊ 3月のロータリーレート 1ドル＝９０
円 

２． 財）ロータリー米山記念奨学会より 
 ＊ハイライトよねやま１２０ 
３．熊谷市美術家協会 
 ＊第45回記念熊谷市美術展授賞式の開    
 催について（ご案内） 
 
     
            以上が届いております。 
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卓話･盛和塾で学んだこと 
  羽生 RC パスト会長 小沢司和様   
 
 今日は私のつたない卓話を聞いていただく

は大変心苦しいのですが、李先生から何度もお

声がけいただき、「ロータリーにＮＯはないん

だよ」と言われましたので、やらせていただき

ます。 
  いつも兄、島崎がお世話になっております。
また榎本先生もおり同級生がいますのでやり

ずらいですね。 
また、今年は２５７０地区の職業倫理委員会へ

出向しておりますので、先日の１月３０日の地

区の委員会においでいただきありがとうござ

いました。 
  
本題ですが、李先生は今年プログラム委員長だ

そうで「小沢は盛和塾に入っているのだから～

稲盛和夫に学んで～と言う題目でやってくれ」

と言われましたので、其れを中心に話をさせて

いただきます。ですが時間の関係でそこまでた

どり着くか判りませんが、話させていただきま

す。 
 
 
「盛和塾」の紹介ですが、お手元に入会用のし

おりがあると思いますが、 
もともと京都の若手経営者（京都ＪＣの経営委

員会のメンバー）が、京セラの稲盛和夫名誉会

長から人としての生き方「人生哲学」、経営者

としての考え方「経営哲学」を学ぼうと、１９

８３年に集まった自主勉強会「京都盛友会

（現・盛和塾）」に端を発しています。 
 真剣に学ぼうとする塾生とそれにこたえよ

うとする稲盛塾長が、互いに魂の火花を散らす

人生道場となっています。また、塾生どうしの

切磋琢磨の場として、全国各地（海外も）の盛

和塾に多くの経営者が熱心に集まり活学しあ

っています。 
 稲盛塾長は心ある企業経営者こそが明日の

日本を支えるとの信念に基づき、ボランティア

活動としての盛和塾に熱心に取り組んでいま

す。 
 今全世界に６０塾（海外米・中国・ブラジル

等７塾）に５，０００人を越える塾生がいます。 
塾長はすべてボランティアとして教えていた

だいています。 
 私は埼玉盛和塾ができるときに入会しまし

たので、今年で１６年目になります。そのとき

のチャーターメンバーは６５人いましたが、今

では４人となってしまいました。 
 盛和塾では決して会社経営のためのノウハ

ウを教えてもらうことは一切ありません。あく

まで経営者個人として人間としての生き方や

会社という法人としての社会での生きかたを

学んでいます。この根本を元に塾生が職種を越

えて、塾生個人の経営上の問題点や、悩みなど

をアドバイスしたりしています。 
これが盛和塾の紹介となります。 
 
 
話は変わりますが、私は５才のときに１度死ん

でいます。ペニシリン注射のショックで心臓が

止まり救急車で救急病院に担ぎ込まれ、その後

蘇生しました。 
そんなことが深層心理にあるのか判りません

が、輪廻転生があり、「人はこの世にこの形を

持って生かされている」のであり、本質は物体

ではなく、「心」であると常に思っています。 
自分の生きている意味は未来永劫に磨かれた

魂を祖先より受け継いで、子孫にバトンタッチ

をしていくものだと考えています。 
そのためにいま、自分がなすべきことは何か？
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と自問自答しながら、「働く」と言う修行を通

して魂をみがくことだと思っています。 
 
 何のために働くのか？ 
「生活の糧を得るため」と言うことはもちろん

生きていくために必要な報酬を得ることが働

くことの大切な理由の一つであることは間違

いありません。 
ただ、私たちが一生懸命働くのは、それだけで

はないはずです。 
それが先ほど話した「働く」ことで「自らの心

を高めて魂を磨くこと」だと考えています。 
 働くことは人間を鍛え、心を磨き、「人生に

おいて価値あるもの」をつかみ取るための尊く

て、もっとも重要な行為であると考えています。 
 
 ドイツの方でも「労働の意義は、業績の追求

にのみあるのではなく、個人の内的完成にこそ

ある」と言われています。働くということの最

大の目的は、労働に従事する私たち自身の心を

錬磨し、人間性を高めることにある。つまり、

ただひたむきに、目の前の自分のなすべき仕事

に打ち込み、精魂を込めて働く。そのことで私

たちは自らの内面を耕し、深く厚みのある人格

をつくりあげることができると言われている

のです。 
 「働くことが、人を作る」すなわち日々の仕

事にしっかりと励む事によって、自己を確立し、

人間的な完成に近づいていく、ということです。 
 
 また、南太平洋のニューブリテン島（第二次

世界大戦の時に日本が占領したあの「ラバウル

小唄」で有名な島です。）のある未開部族の村

落では、「労働は美徳」という考えがあるそう

です。そこでは、「よく働く事が、良い心をつ

くる」「良き仕事は、良き心から生まれる」と

いうシンプルな労働観を中心に生活が営まれ

ているというのです。 
 その村落のおもな労働は、焼き畑農業による

タロイモの栽培です。 
 そこには「仕事は苦役」という概念が全く存

在しないのです。村人たちが働くことを通じて

目指すものは、「仕事の美的成就」と「人格の

陶冶」、つまり、美しく仕事を仕上げること、

そして、其れを通じて人格を磨くことだと言い

ます。 
 村人たちは、畑の配置、作物の出来映え、土

の匂いといったものを評価し合うのだそうで

す。たとえば、よい匂いのする畑は「豊穣」で

あり、悪い匂いのする畑は「不毛」であるとい

った具合です。 
 このようにして、畑作を立派に仕上げた人は、

村人全員からその「人格の高まり」について、

高く評価される事になります。つまり、労働の

結果である畑や作物の出来映えを通じて、その

人間の人格の高さが判断されるのです。畑仕事

を立派に行った人、すなわち「いい仕事」をし

た人は、人格的にも「高い人」であり、まさに

「人格者」であるという評価を受けることにな

ります。 
 彼らにとって、働くことは生活の糧を得る手

段であると同時に、心を磨き、人間性を高める

手段でもあるのです。「いい仕事は、いい人間

によってなされる」という、シンプルですが大

切な労働観が、厳然と原始社会から生きている

というわけです。 
 こういう話を聞くと、懸命に働かなければ生

きていけない原始社会のほうが、労働の本来の

意義を正しく理解しているように思えます。 
 
 皆さんは渋沢栄一賞はご存じだと思います。

今年第７回の受賞者に「日本理化学工業株式会

社」が選ばれました。さらに今回の鳩山首相の

所信表明演説の中にも登場し、一躍脚光を浴び
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た会社です。この演説のコピーもお手元にある

と思います。この会社は「日本でいちばん大切

にしたい会社」の一番目にくる会社です。粉の

飛び散らないチョークが国内シェアトップ（３

０％）を作っている社員５０名の会社ですが、

このうち７５％の社員が知的障害者です。 
 この会社の大山社長が昭和３５年から知的

障害者を社員として雇用したときに、「ちゃん

と守ってくれる施設があるのに、わざわざうち

のような工場で１日中働かせる事に、どこか後

ろめたさを感じていた。」というのです。 
 そんなとき、東武動物公園の「カバ園長」で

有名な西山登志雄さんから聞いた言葉で、「動

物園で育った動物は、自分の生んだ子供でも、

育てようとしない。子育ての本能まで忘れてし

まうのです。」と聞いたのです。 
 動物園で決まった時間にえさを与えられ、他

の動物から子供を守る必要もない環境に慣ら

されると、いつしか子育ての本能まで失ってし

まうのです。 
 このとき大山社長は養護施設のことを考え

たと言います。 
施設で大切に保護されることが、必ずしも本人

にとってよいとは限らないのか？一般社会で

仕事をした方がいいと言うことだろうか、と悩

んでいたそうです。 
 そんなとき住職と話をしたときに、こんな質

問をしました。「うちの工場には知的障害者の

人たちが働いているのですが、どうして彼女た

ちは施設より工場にきたがるのでしょう」 そ

のときに住職はこのように答えました。 
「人間の幸せは、ものやお金ではありません。

人間の究極の幸せは、次の４つです。 
 その１，人に愛されること。 その２，人に

ほめられること。 その３，人の役に立つこと。 

その４，人から必要とされること。 そのうち

２，人に誉められること、３，人の役に立つこ

と、４，人に必要とされることは、施設では得

られないでしょう。この三つの幸福は、働くこ

とによって得られるのです。障害者の方たちが、

施設で保護されるより、企業で働きたいと願う

のは、社会で必要とされて、本当の幸せを求め

る人間の証しなのです。」 
 「国字」とは日本で作られた漢字のことです。

「働」も国字ですが、これを「人が動く」から

働くというのではなく「人の為に動く」から誉

められ、人の役にたち、必要とされるからです。 
 
 海外ではどのように知的障害者を雇用して

いるかというと、イギリスのクロイドン（？）

という町ではデイケアセンターが障害者を企

業に出勤させ、出来高で企業から報酬を受け取

る方式です。その方が障害者の張り合いにもな

るし、能力も向上するからです。 
 
 ベルギーでは企業が知的障害者を雇用して、

最低賃金である月３万ベルギーフラン（日本円

で約１０万円ぐらい）を支払うと、その分を国

が企業に対して補助します。しかも重度障害の

場合には４万５０００ベルギーフラン（約１５

万円）に加算されます。つまり、知的障害者を

雇用したために発生する企業の経済的負担は、

そのお金で相殺してくださいということです。 
 行政がお金をかけて施設でケアするよりも、

企業に最低賃金分を支払って雇用してもらう

方が合理的なのです。日本に置き換えてみると、

日本で障害者を２０才から６０才まで福祉施

設でケアした場合、１人あたり約２億円の社会

保障費がかかると言われています。 
 単純計算すると１人あたり年間５００万円

の負担です。もしこれをベルギー方式にすると、

最低賃金７０３円とした場合、国の支出は１人

年間約１４０万円で済みます。 
 この給料のなかから月６～７万円を支払っ
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てグループホームに入居すれば、障害者は地域

で自立した生活を送れます。グループホームな

どへの公的負担を考慮しても、公費の負担軽減

になります。 
 福祉が「働く場」をつくるために使う公費を

企業に振り向ける。これにより国の負担を減ら

しつつ、企業は障害者を雇用しやすくなり、障

害者は多くの「働く場」を獲得できます。まさ

に「三方一両得」の妙案です。 
 
 皆さんは「積善の家、余慶有り、積悪の家、

余おう有り」ということわざをご存じだと思い

ます。良いことをしている家系には子孫に良い

ことがおとずれ、悪いことをしている家系には

子孫に災いがふりかかる、という意味ですが。 
 かつてアメリカ政府で家族に関するおもし

ろい調査をやったことがあります。 
其れは非常に悪質な家族と、その反対に優れた

家族の、血統・遺伝を追跡調査したものであり

ますが、其れを読むと、本当に「積善の家、余

慶有り、積悪の家、余おう有り」とあいうこと

わざが歴然たる事実であることを実証してい

ます。 
 まず悪質な家族としてあげられているジュ

ークの家系。 
ジュークは１７２０年にニューヨークの片田

舎で生まれた怠惰な無頼漢であるが、彼から６

代の間に約１，２００人の子供が生まれている。

その中３００人が赤ん坊の時に死に、３１０人

が極貧のため収容所に入れられ、４４０人が病

的な不良（女の子は過半数が売笑婦）、１３０

人が監獄にはいる、といった有様で真面目な職

業に就いたものはわずか２０名に過ぎません。 
 これに対して優れた家族のエドワーズ家の

ほうはどうか。 
初代のジョナサン・エドワーズは、１７００年

の初頭に生きたアメリカの代表的な神学者で

すが、１９００年はじめの調査によると、判明

した子供の数は１，３９4 人で、その中の１，
２９５人が一流の大学を卒業し、３人が大学総

長、６５人が大学教授、１００人以上が牧師・

神学者、６０人が作家・新聞記者、法律家にな

ったものが１００人以上もあり、その他３０人

が裁判官、８０人が官公職につき、その中には

副大統領や上院議員になったものもある。とい

うふうにそれぞれみな社会の人から尊敬を受

ける地位について、繁栄しています。 
 そういうことを考えると遺伝というものは

いかに恐ろしいものであるかということがよ

くわかるのであります。 
 
 
 最後に私が今、座右の銘にしている稲盛塾長

の言葉を紹介させていただきます。 
 これは、私が小学校の PTA 会長のときに卒
業式で卒業生にはなむけの言葉としてお話を

させていただいた言葉で、自分自身の生き方の

原点です。 
 人生・仕事の結果＝考え方×熱意×能力  

という方程式です。 
 「能力」は多分に先天的なものである。両親

からあるいは天から授かった知能や運動神経、

そして健康などがこれにあたり、生きて行くに

あたっての大きな資産となる。 
 人生という長丁場で、浮き沈みはいくらでも

ある。そのなかで頑健であるということは、や

はり大きな財産となる。しかし、その健康につ

いてさえ、先天的な要素が多分にあり、個々人

が全面的に責任を持てるものではない。 
 その天賦の才ともいえる「能力」を点数で表

せば、個人差がありそれこそ０点から１００点

まである。 
 この「能力」に「熱意」という要素を掛ける。 
 「熱意」あるいは努力と言い換えてもよいが、



[テキストを入力してください] 
 
 
 

 
 

これに関しても、やる気や覇気の全くない無気

力な人間から、仕事や人生に対して燃えるよう

な情熱を抱き、懸命に努力する人間まで、やは

り個人差があり、０点から１００点まである。

この「熱意」は、自分の意志で決めることがで

きる。 
 そして、残る「考え方」が最も重要な要素と

なる。「考え方」とは、その人の魂から発する

もので、生きる姿勢と言ってもよい。この姿勢

が人間として正しいものかどうかが問われて

くる。先ほどの「能力」や「熱意」が０点から

１００点まであるのに対して、「考え方」はマ

イナス１００点からプラス１００点まで大き

な振幅がある。否定的な「考え方」を持った人

の人生が、ネガティブな結末を迎える事が非常

に多いこともこれで説明が付く。 
 この「能力」「熱意」「考え方」の３つの要素

を掛け合わせるため、人生や仕事の結果は大き

な違いとなって表れてくる。 
 健康であり、運動神経が発達し、その上頭も

切れる、たとえば「能力」が９０点という人が

いるとする。しかし、この「能力」９０点の有

能な人が、「自分は頭もいいし、スポーツもで

きるし、健康だ」などと過信して、真面目に努

力することを怠るとするなら、熱意は３０点だ。

能力９０点に熱意を掛けて、この人は２７００

点という数字にしかならない。 
 一方、「自分は平均よりちょっとましな方で、

能力は６０点ぐらいだ。でも、抜きんでた才能

がないだけに必死で頑張らなければならない」

と言い聞かせ、情熱を燃やし、ひたすら努力す

る人であれば、「熱意」は９０点となる。そう

すると６０点掛ける９０点で５４００点と、先

ほどの秀才の倍の結果が出る。そしてこの積の

うえに、さらにマイナス１００点からプラス１

００点まである「考え方」が掛かってくる。 
 世をすね、人を妬み、人をそねみ、まともな

生き様を否定するような、つまり否定的な生き

方をするならば、先ほどの方程式において「考

え方」がマイナス値となり、「能力」があれば

あるだけ「熱意」が強ければ強いだけ、人生や

仕事において無惨な結果を残してしまう。すば

らしい哲学を持つか持たないかで、人生はがら

りとその様相を変えるのである。 
 先ほどの例で言えば、「６０点の能力」と「９

０点の熱意」の持つ主が、人間として正しく善

い「９０点の考え方」の持ち主であれば、方程

式の値は、６０×９０×９０＝４８６、０００

点というすばらしく高いものになります。 
 一方「能力」と「熱意」の値が同じであって

も、わずかなりとも否定的な考え方、たとえば

マイナス１点の「考え方」の持ち主であっただ

けで、一転、マイナス５４００点となってしま

い、さらに反社会的なマイナス９０点という、

大変悪い「考え方」の持ち主であれば、最終的

にはマイナス４８６、０００点という、極めて

悲惨な結果を人生で招いてしまうことになる

のです。 
 「能力」や「熱意」の重要性については、誰

でも判っているかもしれないが、この「考え方」

や哲学が、人生においてどれだけ大切かという

ことは誰も教えてくれない。しかし、この方程

式でわかるように、人生においては、正しい「考

え方」を持つことが一番大切なのである。 
 稲盛塾長もこの「人生の方程式」が、仕事や

人生の真実を的確に表現したものであり、より

よい人生を歩むための道しるべとなることを、

皆さんに断言することができます。といわれて

います。 
 この人生・仕事の結果＝考え方×熱意×能力 

という方程式が私の座右の銘です。 
 
  
時間の関係ですべてお話しできませんでした
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が、これで私のつたない卓話を終わらせていた

だきます。 
ご静聴ありがとうございました。 
 
 
 
社団法人熊谷青年会議所 新井崇様 
 
みなさん、あらためましてこんばんは。 

社団法人 熊谷青年会議所、まちづくり実践委

員会委員長の新井崇です。 
本日はこのような席にお招きいただき、誠に

ありがとうございます。諸先輩方がおられるな

かで、私のような若輩がお話させていただくの

は、甚だ恐縮でございますが、折角このような

貴重な機会を頂戴いたしまいたので、私どもの

活動のご紹介と、来月開催を予定しております

講演会のご案内をさせていただきたいと思い

ます。  
 今年度（社）熊谷青年会議所は、岡部聡史理

事長の掲げる「元気↑↑」というスローガンの

もと、青少年育成委員会、青年経済人研修委員

会、会員拡大委員会、まちづくり実践委員会の

４つの委員会で活動しております。その中で、

我々まちづくり実践委員会は、日本一あつい熊

谷だからこそ、環境への取り組みも日本一と言

われるようなまちを目指していこうというこ

とで、二酸化炭素を吸収し、人に安らぎを与え

てくれる森づくりを行ってまいります。熊谷で

もすでにふるさとの森づくりの会の皆様が、大

変素晴らしい活動をされておられますが、私た

ちはそのような活動が、広く個々人の手によっ

て、ご自宅や事業所などの、ほんのわずかなス

ペースでも行っていただけるように、木を植え

ることを後押しするしくみを提案していきた

いと考えております。ひとりが自宅や事業所に

植えることができる木の本数はわずかかもし

れませんが、それらが多数集まることで、点と

点がつながって線になり、この地域に暮らす人

が自分のまちに対して愛着と誇りを深めてい

ただけるような、みどり豊かな素晴らしいまち

になると確信しております。 
 そのような取り組みの第一歩としまして、３

月１６日、火曜日、熊谷市立大里生涯学習セン

ター「あすねっと」文化ホールで講演会を開催

させていただきます。当日は森づくりの第一人

者でおられる、横浜国立大学名誉教授の宮脇昭

先生をお招きして、地域の森の大切さと、植樹

を通した環境への取り組みについて、熱いメッ

セージとともに語っていただきます。またその

前段では、我々まちづくり実践委員会による、

森づくりを支援するアイデアと熊谷の未来像

についてのプレゼンテーションをさせていた

だく予定です。本日、皆様のお手元に、講演会

のリーフレットとチケットをお配りさせてい

ただいております。是非、ご家族や知人さまに

もお声掛けいただきまして、お誘いあわせの上

ご来場いただければと思います。ご多用中のと

ころ大変恐縮ですが、何卒、よろしくお願いい

たします。本日は貴重なお時間の中、お話をさ

せていただき、ありがとうございました。 
 
 

社会奉仕委員会報告 
           岡本庄一郎委員長 
 
 
３月１７日（水）午前１１時より市内別府沼公

園にて恒例の桜苗木の植樹が行われます。奮っ

てご参加のほどよろしくお願いします。 
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棚澤正行会長・渡邊藤男幹事 

 羽生 RCパスト会長小沢司和様、卓話の依頼
を快諾頂き、またお忙しい中、南クラブへお

越しいただき有難うございます。本日は勉強

させて頂きます、宜しくお願いします。 
羽生RC・パスト会長・小沢司和様 

 本日は卓話をさせていただきます。卓話は慣

れていませんので聞き上手でよろしくご理

解下さい。 
澤田將信会員 

 お世話になります。澤田です。本日は羽生

RC パスト会長 小沢司和様、卓話よろしく
お願い致します。 

李一孝会員 

 小沢司和羽生パスト会長様、本日は卓話よろ

しくお願いします。 
佐川順一会員 

 小沢司和様、本日は、ようこそ。卓話、拝聴

させていただきます。 
島﨑次弘様 

 羽生 RCパスト会長、小沢司和様、ようこそ
熊谷南 RCへ。大大大歓迎致します！！本日
の卓話よろしくお願いします。 

馬場孝会員 

 小沢司和様、本日の卓話を楽しみにしており

ます。宜しくお願い致します。 
石井一則会員 

 羽生 RCパスト会長の小沢様、当クラブへお
越しいただき有難うございます。卓話よろし

くお願い致します。 
高田直樹会員 

 羽生 RCパスト会長小沢司和様、熊谷青年会
議所より新井崇様、ようこそおいでいただき

ました。小沢様には卓話宜しくお願い致しま

す。 
[奥様誕生] 
奥田尚幸会員 

 妻に美しい花をありがとうございます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


